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２ 主な意見 

  ⑴ 生徒のプレゼンテーション能力が向上した点 

  ⑵ 生徒の主体性や課題発見能力の育成 

  ⑶ 地域社会との連携による実践的な学びの重要性 

  ⑷ 生徒の発表内容における本質的な課題への深掘りの必要性 

  ⑸ データ分析や思考力，調査能力の向上 

  ⑹ プログラムの成果を評価するための指標の必要性 

  ⑺ デジタル技術を活用した教育の推進 

  ⑻ ビジネス視点での教育の重要性 

  ⑼ 生徒の動機づけの重要性 

  ⑽ 生徒の個性を伸ばす教育の必要性 

 

３ 今後の方向性 

  ⑴ 生徒の発表内容における課題の本質的な理解を深める 

  ⑵ データ分析や思考力，調査能力を向上させるための教育方法の改善 

  ⑶ プログラムの成果を評価するための指標を策定する 

  ⑷ デジタル技術を活用した教育を推進する 

  ⑸ ビジネス視点での教育を強化する 

  ⑹ 生徒の主体性を尊重し，個性を伸ばす教育を推進する 

  ⑺ 地域との連携をさらに深め，実践的な学びを充実させる 

 

４ 成果 

 ⑴ 生徒のプレゼンテーション能力の向上 

生徒たちは，以前に比べて格段に質の高いプレゼンテーションを行えるようになっ

た。特に，特進コースの生徒たちは原稿を見ずに，聴衆を引き込むような発表をするこ

とができていた。また，発表資料も見やすく，内容が伝わりやすいように工夫されてい

た。 

  ⑵ 生徒の主体性や課題発見能力の育成 

生徒たちは，地域社会の課題に目を向け，自分たちに何ができるかを考え，行動する

力を身に付け，自ら課題を発見し，解決策を模索するプロセスを通して，主体的に学ぶ

姿勢が育まれた。 

  ⑶ 地域社会との連携による実践的な学びの推進 

地域の人々や企業との連携を通して，生徒たちは実践的な学びを深めることができ，

実際の現場での体験を通して，教科書では学べない知識やスキルを習得した。 

  ⑷ 生徒の成長 

      地域社会との交流や課題解決の取り組みを通して，生徒たちはコミュニケーション
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能力，協調性，問題解決能力など，様々な能力を向上させることができた。また，自己

肯定感や達成感を感じることができ，自信を持つことができた。 

 

これらの成果は，生徒たちの成長を促し，将来社会で活躍するための基盤を築く上で，非

常に重要なものである。 

 

５ 課題 

⑴ 発表内容の本質的な課題への深掘りの不足 

      生徒の発表が表面的で，課題の本質に迫れていない部分があった。データや情報に基

づいて発表しているものの，その背景にある問題意識や感情が伝わりにくい。 

      本当に自分たちがそう思っているのかという部分に対しての深堀りが足りていない。 

  ⑵ データ分析や思考力，調査能力の向上 

      データをどのように解釈し，活用するかという能力がまだ十分に育っておらず，物事

を多角的に捉え，深く掘り下げる思考力を養う必要がある。 

      また，データと実体験とを合わせて発表する事が重要である。 

  ⑶ プログラムの持続可能性 

      教員の負担が大きく，限られたリソースの中でプログラムを継続していくための体

制づくりが課題である。 

  ⑷ ビジネス視点での教育の強化 

      商業高校としての専門性を生かし，ビジネスの視点を取り入れた教育をさらに強化

する必要がある。例えば，お金に対する教育やビジネスプランとして起業できるか？と

いう視点など。 

  ⑸ 評価指標の策定 

プログラムの成果を客観的に評価するための指標がまだ十分に整備されていない。 

     生徒の成長を適切に評価するための指標を策定する必要がある。 

  ⑹ 地域との連携 

      地域との連携は深まっているが，さらに継続的に発展させていく必要がある。 

      中学校への発信も積極的に行う。 
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生徒の高校魅力化評価システムアンケート調査に係る全体的な傾向 

・ 多くの項目で伸長:多くの項目において、2022年度から2024年度にかけて数値が伸長してお
り、学校の取り組みが生徒の成長に繋がっていることを示唆。 

・ 全国平均を上回る項目が多い:多くの項目で全国平均を上回っており、高知商業高校の教育水
準が高いことを示す。 

・ 特に主体性・探究性・社会性:主体性、探究性、社会性に関わる項目の伸びが顕著であり、高知
商業高校がこれらの能力育成に力を入れていることを示唆。 

【結果の読み取り方】 
〇 各設問を「コミュニケーション力」「課題発見・解決能力」「プレゼンテーション力」「講義理解力」「察する力」「失敗から学ぶ
力」の資質・能力に関する領域に分類しています。 

〇 上の６つの領域のデータを「時間軸（前年度からの伸び）」「属性・地域軸（学年別前年度全国平均との比較）」で把握し，
2024年の肯定的回答割合の高いものから順に並べています。 

〇 各設問の肯定的回答割合（％）とは，「４あてはまる/よくする」「３どちらかといえばあてはまる/ときどきする」という肯
定的回答をした割合です。 
※ ０～１０の１１段階で回答する「幸福度」「生活満足度」のみ，６以上の肯定的回答割合としています。 

〇 網掛け部分は，前年度と比較して伸長が見られたアンケート項目です。 

 

コミュニケーション力 

高校魅力化評価システムアンケート項目 2024年度 2023年度 前年度と比較（全体） 学年別前年度全国平均との比較 

自分とは異なる意見や価値を
尊重することができる 

96.2％ 95.3％ 生徒 0.9ｐｔ↑ 
1年 ＋2.7ｐｔ 
2年 ＋1.0ｐｔ 
3年 ＋5.7ｐｔ 

相手の意見を丁寧に聞くこと
ができる 

92.9％ 93.2％ 生徒 0.3ｐｔ↓ 
1年 ＋3.5ｐｔ 
2年 ＋3.2ｐｔ 
3年 ＋4.7ｐｔ 

自分と異なる立場や役割を持
つ人との関わりがある 

92.4％ 89.4％ 生徒 3.0ｐｔ↑ 
1年 ＋6.2ｐｔ 
2年 ＋4.6ｐｔ 
3年 ＋10.8ｐｔ 

一つ二つの立場だけでなく，で
きるだけ多くの立場から考え
ようとする 

87.2％ 85.6％ 生徒１．6ｐｔ↑ 
1年 ＋2.6ｐｔ 
2年 ＋7.2ｐｔ 
3年 ＋9.1ｐｔ 

立場や役割を越えて協働する
機会がある 

86.3％ 84.6％ 生徒 1.7pｔ↑ 
1年 ＋8.0ｐｔ 
2年 ＋8.9ｐｔ 
3年 ＋13.7ｐｔ 

自分の考えについて，様々な人
に意見やアドバイスを求めた 

79.3％ 80.0％ 生徒 0.7pｔ↓ 
1年 ＋5.7ｐｔ 
2年 ＋6.3ｐｔ 
3年 ＋13.9ｐｔ 

共同作業だと，自分の力が発
揮できる 

77.4％ 74.9％ 生徒 2.5ｐｔ↑ 
1年 ＋10.0ｐｔ 
2年 ＋3.6ｐｔ 
3年 ＋10.9ｐｔ 

 
【協働性に関わる自己認識】 
• 多様性の尊重: 「自分とは異なる意見や価値を尊重することができる」「相手の意見を丁寧に聞
くことができる」など、多様性を尊重する項目が高い数値を示しています。 

• コミュニケーション力: 「自分の考えをはっきり相手に伝えることができる」「友達の前で自分の
意見を発表することは得意だ」など、コミュニケーション力に関する項目が高い数値を示していま
す。 

• 協調性: 「共同作業だと、自分の力が発揮できる」など、協調性に関する項目が高い数値を示し
ています。 
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課題発見・課題解決力 

高校魅力化評価システムアンケート項目 2024年度 2023年度 前年度と比較（全体） 学年別前年度全国平均との比較 

地域の人や課題など，興味を
持ったことに対してすぐに橋渡
しをしてくれる大人がいる 

90.9％ 87.3％ 生徒 3.6ｐｔ↑ 
1年 ＋12.6ｐｔ 
2年 ＋14.7ｐｔ 
3年 ＋15.6ｐｔ 

忍耐強く物事に取り組むこと
ができる 

80.0％ 78.3％ 生徒 1.7ｐｔ↑ 
1年 ＋6.4ｐｔ 
2年 ＋6.5ｔ 
3年 ＋17.8ｐｔ 

地域や社会で起こっている問
題やできごとに関心がある 

76.5％ 77.8％ 生徒 1.3ｐｔ↓ 
1年 ＋1.8ｐｔ 
2年 ＋4.6ｐｔ 
3年 ＋12.8ｐｔ 

自主的に調べ物や取材を行う 73.5％ 71.4％ 生徒 2.1ｐｔ↑ 
1年 ＋0.5ｐｔ 
2年 －１．６ｐｔ 
3年 ＋5.7ｐｔ 

地域の人や課題などにじかに
ふれる機会がある 

71.3％ 72.2％ 生徒 0.9ｐｔ↓ 
1年 ＋7.7ｐｔ 
2年 ＋13.3ｐｔ 
3年 ＋25.2ｐｔ 

地域社会の魅力や課題につい
て，自主的なテーマを設定し，
フィールドワーク等を行いなが
ら調べ，考える学習活動に対し
て，熱心に取り組んでいる 

70.9％ 69.9％ 生徒１．0ｐｔ↑ 
1年 ＋14.2ｐｔ 
2年 ＋19.5ｐｔ 
3年 ＋25.6ｐｔ 

自分の暮らす地域を，外からの
視点で考える機会がある 

70.0％ 71.8％ 生徒１．８ｐｔ↓ 
1年 ＋5.7ｐｔ 
2年 ＋15.2ｐｔ 
3年 ＋26.8ｐｔ 

日本や世界の課題の解決方法
について考える 

60.9％ 62.0％ 生徒１．１ｐｔ↓ 
1年 ＋9.6ｐｔ 
2年 ＋4.1ｐｔ 
3年 ＋21.0ｐｔ 

地域の課題の解決方法につい
て考える 

60.6％ 66.1％ 生徒 5.5pｔ↓ 
1年 ＋6.2ｐｔ 
2年 ＋9.5ｐｔ 
3年 ＋27.4ｐｔ 

地域の魅力や資源について考
える 

57.8％ 62.9％ 生徒 5.1ｐｔ↓ 
1年 ＋5.9ｐｔ 
2年 ＋6.3ｐｔ 
3年 ＋17.6ｐｔ 

まだ世の中にない新しい技術
やサービスを生み出してみた
い 

59.2％ 60.2％ 生徒１．0ｐｔ↓ 
1年 －1.2ｐｔ 
2年 ＋2.2ｐｔ 
3年 ＋7.3ｐｔ 

客観的な証拠に基づき考え，判
断する科学的視点から課題解
決にあたることができる 

54.9％ 55.5％ 生徒 0.6ｐｔ↓ 
1年 ＋0.6ｐｔ 
2年 －0.6ｐｔ 
3年 ＋6.8ｐｔ 

地域社会などでボランティア活
動に参加した 

43.1％ 43.9％ 生徒 0.8ｐｔ↓ 
1年 ＋19.6ｐｔ 
2年 ＋10.6ｐｔ 
3年 ＋28.3ｐｔ 

学校外のいろいろな人に話を
聞きに行く 

37.5％ 39.8％ 生徒 2.3ｐｔ↓ 
1年 ＋1.6ｐｔ 
2年 ＋1.9ｐｔ 
3年 ＋16.7ｐｔ 

【社会性に関わる学習活動】 
• 地域との繋がり: 「地域の魅力や資源について考える」「地域の課題の解決方法について考え
る」など、地域との繋がりを意識した学習活動が展開されています。  
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プレゼンテーション力 

高校魅力化評価システムアンケート項目 2024年度 2023年度 前年度と比較（全体） 学年別前年度全国平均との比較 

グループで協力しながら学習
や調べものを行う 

94.8％ 94.6％ 生徒 0.2ｐｔ↑ 
1年 ＋8.8ｐｔ 
2年 ＋10.1ｐｔ 
3年 ＋16.2ｐｔ 

話し合った内容をまとめる 87.9％ 86.6％ 生徒 1.3pｔ↑ 
1年 ＋8.9ｐｔ 
2年 ＋7.8ｐｔ 
3年 ＋11.7ｐｔ 

活動，学習のまとめを発表する 84.3％ 77.4％ 生徒 6.9pｔ↑ 
1年 ＋16.7ｐｔ 
2年 ＋17.2ｐｔ 
3年 ＋24.9ｐｔ 

自分の考えを文章や図表にま
とめる 

76.0％ 74.0％ 生徒 2.0pｔ↑ 
1年 ＋8.0ｐｔ 
2年 ＋8.0ｐｔ 
3年 ＋14.0ｐｔ 

自分の考えをはっきり相手に
伝えることができる 

75.3％ 74.8％ 生徒 0.5ｐｔ↑ 
1年 ＋7.9ｐｔ 
2年 ＋1.1ｐｔ 
3年 ＋8.5ｐｔ 

友達の前で自分の意見を発表
することは得意だ 

63.6％ 63.2％ 生徒 0.4ｐｔ↑ 
1年 ＋6.5ｐｔ 
2年 －0.5ｐｔ 
3年 ＋10.1ｐｔ 

 
 
講義理解力 

高校魅力化評価システムアンケート項目 2024年度 2023年度 前年度と比較（全体） 学年別前年度全国平均との比較 

学校で学習することで自分が
できることやしたいことが増え
ている 

88.5％ 84.7％ 生徒３．８ｐｔ↑ 

1年 ＋6.2pt 
2年 ＋6.8pt 
3年 ＋10.5pt 

現状を分析し，目的や課題を明
らかにすることができる 

78.3％ 76.6％ 生徒１．７ｐｔ↑ 
1年 ＋7.2pt 
2年 －１.6pt 
3年 ＋10.２pt 

授業で興味・関心を持った内容
について，自主的に調べものを
行った 

67.3％ 64.8％ 生徒 2.5ｐｔ↑ 
1年 ＋6.9ｐｔ 
2年 ＋2.1ｐｔ 
3年 ＋15.1ｐｔ 

家や寮で，誰かに言われなくて
も自分から勉強する 

66.1％ 63.0％ 生徒３．１ｐｔ↑ 
1年 ＋2.4ｐｔ 
2年 －4.2ｐｔ 
3年 －3.6ｐｔ 

活動，学習内容について大人
（教員や地域の大人）と話し合
う 

５８．３％ ６０．９％ 生徒２.６ｐｔ↓ 
1年 ＋5.7ｐｔ 
2年 ＋2.5ｐｔ 
3年 ＋17.6ｐｔ 

将来の国や地域の担い手とし
て，積極的に政策決定に関わり
たい 

49.8％ 51.7％ 生徒 1.９pｔ↓ 
1年 ＋3.7ｐｔ 
2年 ＋0.8ｐｔ 
3年 ＋13.4ｐｔ 

複雑な問題を順序だてて考え
ることが得意だ 

53.1％ 49.6％ 生徒 3.5ｐｔ↑ 
1年 ＋8.0ｐｔ 
2年 －4.0ｐｔ 
3年 ＋9.0ｐｔ 
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察する力 

高校魅力化評価システムアンケート項目 2024年度 2023年度 前年度と比較（全体） 学年別前年度全国平均との比較 

挑戦する人に対して，応援する
雰囲気がある 

96.1％ 95.0％ 生徒１．１ｐｔ↑ 

1年 ＋３．４ｐｔ 
2年 ＋2.8ｐｔ 
3年 ＋5.4ｐｔ 

ありのままの自分が尊重され
る雰囲気がある  

92.4％ 89.1％ 生徒 3.3ｐｔ↑ 
1年 ＋5.9ｐｔ 
2年 ＋6.2ｐｔ 
3年 ＋11.0ｐｔ 

地域から大切にされている雰
囲気を感じる 

９１．３％ ８９．８％ 生徒１．５pｔ↑ 
1年 ＋５．７ｐｔ 
2年 ＋１３．７ｐｔ 
3年 ＋１５．１ｐｔ 

人と違うことが尊重される雰
囲気がある  

90.6％ 88.2％ 生徒 2.4ｐｔ↑ 
1年 ＋6.1ｐｔ 
2年 ＋8.0ｐｔ 
3年 ＋13.2ｐｔ 

本音を気兼ねなく発言できる
雰囲気がある 

89.4％ 87.9％ 生徒 1.5ｐｔ↑ 
1年 ＋2.7ｐｔ 
2年 ＋4.5ｐt 
3年 ＋12.2ｐｔ 

生徒の意見が学校での意思決
定に反映される雰囲気がある 

８７．９％ ８４．２％ 生徒３．７ｐｔ↑ 
1年 ＋１３．３ｐｔ 
2年 ＋１３．２ｐｔ 
3年 ＋１６．５ｐｔ 

失敗してもよいという安心安
全な雰囲気がある 

87.2％ 84.2％ 生徒 3.0ｐｔ↑ 
1年 ＋4.4ｐｔ 
2年 ＋6.8ｐｔ 
3年 ＋12.9ｐｔ 

自分にはよいところがあると
思う 

86.9％ 86.5％ 生徒 0.4ｐｔ↑ 
1年 ＋8.3ｐｔ 
2年 ＋5.7ｐｔ 
3年 ＋12.9ｐｔ 

地域で起きている課題と世界
で起きている課題は，お互いに
関連しあっていると感じる 

８１．９％ ８０．５％ 生徒１.4ｐｔ↑ 
1年 ＋５．７ｐｔ 
2年 ＋９．１ｐｔ 
3年 ＋１２．９ｐｔ 

 
失敗から学ぶ力 

高校魅力化評価システムアンケート項目 2024年度 2023年度 前年度と比較（全体） 学年別前年度全国平均との比較 

自分が何かに挑戦しようと
思ったとき，周りは手を差し伸
べてくれる 

95.6％ 94.7％ 生徒０．９ｐｔ↑ 
1年 ＋3.6ｐｔ 
2年 ＋4.9ｐｔ 
3年 ＋5.7ｐｔ 

うまくいくか分からないことに
も意欲的に取り組む 

87.1％ 84.7％ 生徒２.4pｔ↑ 
1年 ＋9.5ｐ 
2年 ＋8.0ｐ 
3年 ＋13.7ｐ 

生徒同士で活動，学習の振り返
りを行う 

85.2％ 86.6％ 生徒 1.4pｔ↓ 
1年 ＋13.5ｐ 
2年 ＋19.3ｐ 
3年 ＋22.9ｐ 

人の挑戦に関わらせてもらえ
る機会がある 

76.9％ 77.6％ 生徒 0.7ｐｔ↓ 
1年 ＋10.7ｐｔ 
2年 ＋10.0ｐｔ 
3年 ＋20.4ｐｔ 

勉強したものを実際に応用し
てみる 

68.6％ 71.3％ 生徒 2.7ｐｔ↓ 
1年 ＋1.0ｐｔ 
2年 －1.9ｐｔ 
3年 ＋4.3ｐｔ 

 

  



109 

 

総合的な満足度（学習・その他・ウェルビーイング） 

高校魅力化評価システムアンケート項目 2024年度 2023年度 前年度と比較（全体） 学年別前年度全国平均との比較 

学校の一員だと感じている 93.6％ 91.4％ 生徒 2.2ｐｔ↑ 

1年 ＋6.0ｐｔ 
2年 ＋7.1ｐｔ 
3年 ＋9.1ｐｔ 

この学校を中学生におすすめ
できる 

92.8％ 88.8％ 生徒 4.0ｐｔ↑ 
1年 ＋8.8ｐｔ 
2年 ＋15.9ｐｔ 
3年 ＋17.5ｐｔ 

大切な人を幸せにしたり，楽し
ませたりしていると思う 

89.0％ 86.6％ 生徒 2.4pｔ↑ 
1年 ＋6.9ｐｔ 
2年 ＋8.0ｐｔ 
3年 ＋15.0ｐｔ 

自分の将来に向けて大切だと
思うことを実行している 

83.4％ 82.2％ 生徒１.2ｐｔ↑ 
1年 ＋7.9ｐｔ 
2年 ＋6.2ｐｔ 
3年 ＋11.3ｐｔ 

自分の将来についての見通し
（将来こうゆう風でありたい）を
持っている 

81.8％ 83.0％ 生徒 1.2pｔ↓ 
1年 ＋1.7ｐｔ 
2年 ＋0.1ｐｔ 
3年 ＋12.1ｐｔ 

自分の将来について明るい希
望を持っている 

80.3％ 79.9％ 生徒０.4pｔ↓ 
1年 ＋3.8ｐｔ 
2年 ＋2.5ｐｔ 
3年 ＋18.3ｐｔ 

普段のあなたの幸福度 78.9％ 78.4％ 生徒 0.5ｐｔ↑ 
1年 ＋2.2ｐｔ 
2年 ＋6.7ｐｔ 
3年 ＋19.4ｐｔ 

今の生活全般の満足度 77.6％ 77.9％ 生徒 0.3ｐｔ↓ 
1年 －0.6ｐｔ 
2年 ＋6.4ｐｔ 
3年 ＋20.9ｐｔ 

将来，自分の住んでいる地域の
ために役に立ちたいという気
持ちがある 

76.4％ 77.6％ 生徒１．２ｐｔ↓ 
1年 ＋7.4ｐｔ 
2年 ＋9.5ｐｔ 
3年 ＋12.4ｐｔ 

この地域を，将来暮らす場所と
しておすすめできる 

75.9％ 76.4％ 生徒 0.5ｐｔ↓ 
1年 ＋8.0ｐｔ 
2年 ＋1.9ｐｔ 
3年 ＋12.0ｐｔ 

住んでいる地域の文化や暮ら
しの価値ある部分を自らの手
で未来に伝えていきたい 

68.8％ 71.1％ 生徒 2.3ｐｔ↓ 
1年 ＋11.1ｐｔ 
2年 ＋8.2ｐｔ 
3年 ＋19.1ｐｔ 

わたしは自分自身に満足して
いる 

60.3％ 61.6％ 生徒１．３ｐｔ↓ 
1年 ＋1.5ｐｔ 
2年 ＋2.0ｐｔ 
3年 ＋12.9ｐｔ 

日本の将来は明るいと思う 56.6％ 52.7％ 生徒 3.9ｐｔ↑ 
1年 ＋19.7ｐｔ 
2年 ＋13.1ｐｔ 
3年 ＋14.7ｐｔ 

現在の日常生活に不安や心配
事がない 

56.0％ 61.6％ 生徒 5.6ｐｔ↓ 
1年 －0.6ｐｔ 
2年 ＋2.9ｐｔ 
3年 ＋16.7ｐｔ 

 

【まとめ】 市商マネジメント力の伸長には、生徒の主体的な学びや地域社会との連携が大きく影響

していることが分かった。 次年度は、強みを維持しつつ、課題を克服し、生徒の主体性と多

角的な視点を育む教育を推進していくことが重要と考える。 
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② 学習環境と対応する高校魅力化評価システム（教職員アンケート） 

   この資料は，高校魅力化評価システムの教職員アンケート結果を，年代別に「主体性」「協

働性」「探究性」「社会性」の 4 つの観点から分析したものです。教職員が学習環境づくり

においてどのような点を重視し，どのような変化があったのかを知ることができます。 

 

主体性に関わる学習環境づくりにおいて維持・伸長した項目（前年度との比較） 

【20代】  6人 

目標や当事者意識をもって挑戦することができている 6.7pt↑ 

挑戦する人に対して，応援することができている 40.0ｐｔ↑ 

誰かが何かに挑戦しようと思ったとき，手を差し伸べている 43.3ｐｔ↑ 

【30代】  11人 

目標や当事者意識をもって挑戦することができている ０pt 

挑戦する人に対して，応援することができている ２0.0ｐｔ↑ 

子どもの自己決定を尊重できている ０pt 

【40代】  14人 

失敗を恐れずに挑戦することができている 28.6pt↑ 

子どもの自己決定を尊重できている ０pt 

【５0代】  13人 

失敗を恐れずに挑戦することができている 5.5pt↑ 

目標や当事者意識をもって挑戦することができている 20.9pt↑ 

挑戦する人に対して，応援することができている 35.2ｐｔ↑ 

誰かが何かに挑戦しようと思ったとき，手を差し伸べている 27.5ｐｔ↑ 

子どもの自己決定を尊重できている 6.6pt↑ 

【６0代】  8人 

目標や当事者意識をもって挑戦することができている 27.5pt↑ 

 

年代別本校教職員（実線）と全国平均（点線）との比較 

 

  

多くの年代で「目標や当事者意識を持っ

て挑戦すること」や「挑戦する人を応援す

ること」が伸長しています。 
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協働性に関わる学習環境づくりにおいて維持・伸長した項目（前年度との比較） 

【20代】  6人 

自身の挑戦に，周囲を巻き込もうとしている ０pt 

【30代】  11人 

目標や当事者意識をもって挑戦することができている 12.7ｐｔ↑ 

自身の挑戦に，周囲を巻き込もうとしている 10.9ｐｔ↑ 

【40代】  14人 

人と違うこと異なった意見を尊重している  23.2pt↑ 

【５0代】  13人 

人と違うこと異なった意見を尊重している  13.2pt↑ 

ありのままの個人を尊重している 6.6ｐｔ↑ 

自分と異なる立場や役割を持つ人と交流している 35.2pt↑ 

立場や役割を越えて協働している 34.0pt↑ 

 

 

年代別本校教職員（実線）と全国平均（点線）との比較 

  

• 30 代で「目標や当事者意識を持って挑戦すること」「自身の挑戦に周囲を巻き込むこと」が

伸長しています。 

• 40代で「人と違う意見を尊重すること」が伸長しています。 

･ ５０代では多くの項目が大きく伸長しています。 
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探究性に関わる学習環境づくりにおいて維持・伸長した項目（前年度との比較） 

【20代】  6人 

本音を気兼ねなく発言できる 30.0pt↑ 

地域に将来のことや実現したいことなどを話し合える人がいる 30.0ｐｔ↑ 

生徒に対してじっくりと話を聞き，考える手助けができている ０pt 

【30代】  11人 

本音を気兼ねなく発言できる 52.7pt↑ 

地域に将来のことや実現したいことなどを話し合える人がいる 21.8pt↑ 

生徒に対してじっくりと話を聞き，考える手助けができている 10.9ｐｔ↑ 

お互いに問いかけ合う機会がある 1.8pt↑ 

【40代】  14人 

お互いに問いかけ合う機会がある 41.1pt↑ 

【５0代】  13人 

本音を気兼ねなく発言できる 12.1pt↑ 

地域に将来のことや実現したいことなどを話し合える人がいる 18.6pt↑ 

生徒に対してじっくりと話を聞き，考える手助けができている 20.9ｐｔ↑ 

お互いに問いかけ合う機会がある 5.5pt↑ 

【６0代】  8人 

本音を気兼ねなく発言できる 10.0pt↑ 

 

 

年代別本校教職員（実線）と全国平均（点線）との比較 

  

• 多くの年代で「本音を気兼ねなく発言できること」「地域に将来について話し合える人がいるこ

と」が伸長しています。 

• 30代と 50代で「生徒の話をじっくり聞き、考える手助けをすること」が伸長しています。 

• 40代で「お互いに問いかけ合う機会があること」が大きく伸長しています。 
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社会性に関わる学習環境づくりにおいて維持・伸長した項目（前年度との比較） 

【20代】  6人 

自分の暮らす地域を外からの視点で考える機会を持てている ０pt 

生徒の関心に合わせて，機会を提供できている 20.0ｐｔ↑ 

地域の人や課題などにじかにふれる機会を持てている 26.7ｐｔ↑ 

【30代】  11人 

地域で生徒を育てるという意識を持っている 30.9ｐｔ↑ 

【40代】  14人 

生徒の関心に合わせて，機会を提供できている 5.4pt↑ 

【５0代】  13人 

自分の暮らす地域を外からの視点で考える機会を持てている 27.5pt↑ 

生徒の関心に合わせて，機会を提供できている 20.9ｐｔ↑ 

地域の人や課題などにじかにふれる機会を持てている 34.0pt↑ 

地域で生徒を育てるという意識を持っている 4.4pt↑ 

 

 

年代別本校教職員（実線）と全国平均（点線）との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

• 20代と 50代で「地域の人や課題に触れる機会を提供すること」が伸長しています。 

• 20代と 40代と５０代で「生徒の関心に合わせて機会を提供すること」も伸長しています。 

• 30代では「地域で生徒を育てる意識を持つこと」が大きく伸長しています。 

• 50代では「自分の暮らす地域を外からの視点で考える機会を持つこと」「地域の人や課題

などにじかに触れる機会を持てている」も伸長しています。 



114 

 

 

その他（満足度等）に関わる維持・伸長した項目（前年度との比較） 

【20代】  6人 

この学校を中学生におすすめできる ３．３ｐｔ↑ 

この学校に関わってよかったと思う ０pt 

【30代】  11人 

今の生活全般の満足度 １４．５ｐｔ↑ 

普段のあなたの幸福度 ２３．６ｐｔ↑ 

この学校を中学生におすすめできる １０．９ｐｔ↑ 

この学校に関わってよかったと思う ２０．０ｐｔ↑ 

この地域を将来暮らす場所としておすすめできる １２．７ｐｔ↑ 

【５0代】  13人 

この学校を中学生におすすめできる １４．３pt↑ 

この学校に関わってよかったと思う ６．６pt↑ 

【６０代】  ８人 

普段のあなたの幸福度 １７．５pt↑ 

 

 

年代別本校教職員（実線）と全国平均（点線）との比較 

 

  

• 30代と 50代で「学校を中学生におすすめできること」「学校に関わってよかったと思うこと」

が伸長しています。 

• 30 代では「生活全般の満足度」「幸福度」「地域を将来暮らす場所としておすすめできるこ

と」も伸長しています。 
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その他（地域・社会との協働）に関わる維持・伸長した項目（前年度との比較） 

【20代】  6人 

（地域・社会との協働を通して）学習意欲が高まった生徒がいる 6.7ｐｔ↑ 

【５0代】  13人 

（地域・社会との協働を通して）授業の質向上につながっている ２０．９pt↑ 

（地域・社会との協働を通して）自身の資質・能力の向上につながっ

ている 

２７．５ｐｔ↑ 

（地域・社会との協働を通して）学習意欲が高まった生徒がいる ２８．６pt↑ 

 

年代別本校教職員（実線）と全国平均（点線）との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ま  と  め】•  教職員の意識は，主体性，協働性，探究性，社会性の各側面において，概ね向

上していると言えます。 

•  特に，協働性や探究性においては，40 代以上の教職員の意識改革が進んでい

ることが示唆されます。 

•  地域・社会との連携は，教職員の意識向上や生徒の成長に繋がっていると考え

られます。 

【今後の展望】•  教職員の主体性，協働性，探究性，社会性をさらに伸ばすための研修やサポー

ト体制を充実させる必要があります。 

•  若手教員とベテラン教員が互いに学び，成長できる環境づくりが重要です。 

•  地域・社会との連携を強化し，生徒にとってより豊かな学びの機会を提供する必

要があります。 

• 50代では「授業の質向上」「自身の資質向上」「生徒の学習意欲向上」に地域・社会との協

働が繋がっているという認識が示されています。 
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▲来賓挨拶：神谷 美来 高知市副市長      ▲エール：永野 隆史 高知市教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲事業報告：成瀬 孝治 校長      ▲講評：川村 晶子 特任教授・学長特別補佐 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲課題研究発表会及び市商地域創造プログラム報告会場の様子 
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⑵ 課題研究発表会及び市商地域創造プログラム報告会来場者アンケート 

    

① 本日の報告会で，本カリキュラムに    

ついてどの程度理解できましたか？      

        

② 本カリキュラムは，現在の教育現場の 

ニーズに合致していると思いますか？ 

 

③ 本カリキュラムを，ご自身の高等学校   

 に導入・活用したいと思いますか？      

 

④ 本カリキュラムを導入・活用される際 

に懸念される点はありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 今後，本校の探究学習にどのような 

 形でしたら，かかわっていただけるか 

お聞かせください。 

 

⑥ 本校の特色ある教育活動の実践にあたり， 

期待する点はありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 本校の特色ある教育活動は，お子様の 

成長にとって有益だと思いますか？ 

 

⑧ 本校の特色ある教育活動を，お子様に 

 ぜひ体験させたいと思いますか？ 

  

教職員の負担が大きい 30％ 

施設・機器の整備が必要 ４０％ 

予算の確保が難しい 30％ 

高校教員・高校 CN肯定的回答１００％ 

高校・企業とも肯定的回答１００％ 

高校・企業とも肯定的回答１００％ 

企業・外部協力者肯定的回答１００％ 

思考力・判断力の育成 66.7％ 

自ら考えること 16.7％ 

才能の発揮 16.7％ 

保護者 肯定的回答１００％ 

保護者 肯定的回答１００％ 
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ワクワクする

市商を，

全員で




